
条

例

規

則

備

考

○
奈
良
県
公
害
紛
争
処
理
条
例

○
奈
良
県
公
害
紛
争
処
理
条
例
施
行
規
則

昭
和
四
十
五
年
九
月
三
十
日

昭
和
四
十
五
年
十
月
二
十
八
日

奈
良
県
条
例
第
十
六
号

奈
良
県
規
則
第
六
十
号

改
正

昭
和
四
十
五
年
十
二
月

十
一
日
条
例
第
二
十
一
号

改
正

昭
和
四
十
八
年

三
月

三
十
日
規
則
第
五
十
九
号

昭
和
四
十
八
年

三
月

三
十
日
条
例
第
二
十
一
号

平
成

三
年

九
月

三
十
日
規
則
第
二
十
一
号

昭
和
四
十
九
年
十
一
月

十
九
日
条
例
第

十
三
号

平
成

六
年

三
月
二
十
九
日
規
則
第

四
十
号

昭
和
五
十
一
年

三
月

三
十
日
条
例
第

十
九
号

平
成

元
年

三
月
三
十
一
日
条
例
第

三
十
号

平
成

元
年

三
月
三
十
一
日
条
例
第
三
十
七
号

平
成

七
年

三
月
三
十
一
日
条
例
第
三
十
六
号

平
成

十
二
年

三
月

三
十
日
条
例
第

十
九
号

平
成

十
九
年

十
月

十
二
日
条
例
第

十
五
号

平
成

二
十
年

三
月
三
十
一
日
条
例
第
四
十
九
号

（
趣
旨
）

第
一
条

こ
の
条
例
は
、
公
害
紛
争
処
理
法
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百

八
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う

に
基
づ
き
、
公
害
に
係
る
紛
争
の
処
理

。)

に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

（
審
査
会
の
設
置
）

第
二
条

法
第
十
三
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
奈
良
県
公
害
審
査
会
（
以
下

「
審
査
会
」
と
い
う

を
置
く
。

。
）

（
審
査
会
の
組
織
）

第
三
条

審
査
会
は
、
委
員
十
一
人
を
も
っ
て
組
織
す
る
。

（
専
門
調
査
員
）

第
四
条

審
査
会
に
、
専
門
の
事
項
を
調
査
さ
せ
る
た
め
、
専
門
調
査
員

奈良県公害紛争処理条例／同規則－1 H20.3.31. 現在



条

例

規

則

備

考

を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

２

専
門
調
査
員
は
、
学
識
経
験
の
あ
る
者
の
う
ち
か
ら
、
知
事
が
任
命

す
る
。

３

専
門
調
査
員
は
、
当
該
専
門
の
事
項
に
関
す
る
調
査
が
終
了
し
た
と

き
は
、
解
任
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

（
審
査
会
の
庶
務
）

第
五
条

審
査
会
の
庶
務
は
、
く
ら
し
創
造
部
に
お
い
て
行
う
。

（
昭
四
十
五
条
例
二
十
一

昭
四
十
九
条
例
十
三

昭
五
十
一
条

・

・

・

・

・
平
二
十
条
例

例
十
九

平
元
条
例
三
十
七

平
七
条
例
三
十
六

一
部
改
正
）

四
十
九
・

（
紛
争
処
理
の
手
続
に
要
す
る
費
用
）

第
六
条

法
第
四
十
四
条
第
二
項
の
条
例
で
定
め
る
費
用
は
、
次
の
各
号

に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

参
考
人
又
は
鑑
定
人
に
支
給
す
る
費
用

二

調
停
委
員
会
又
は
仲
裁
委
員
会
が
提
出
を
求
め
た
文
書
又
は
物
件

の
提
出
に
係
る
費
用

三

あ
っ
せ
ん
委
員
、
調
停
委
員
、
仲
裁
委
員
、
専
門
調
査
員
又
は
職

員
の
出
張
に
要
す
る
費
用

四

呼
出
又
は
送
達
の
た
め
の
郵
便
料
又
は
電
信
料

（
昭
四
十
九
条
例
十
三

一
部
改
正
）

・

（
手
数
料
）

第
七
条

審
査
会
に
対
し
調
停
若
し
く
は
仲
裁
の
申
請
を
す
る
者
又
は
法

第
二
十
三
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
参
加
の
申
立
て
を
す
る
者

は
、
一
件
に
つ
き
、
次
の
表
の
金
額
の
手
数
料
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
た
だ
し
、
法
第
三
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
調
停
が
打
ち

切
ら
れ
、
又
は
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
調
停
が
打
ち
切
ら
れ
た
も

の
と
み
な
さ
れ
た
事
件
に
つ
き
そ
の
旨
の
通
知
を
受
け
た
日
か
ら
二
週

間
以
内
に
当
該
調
停
の
申
請
人
又
は
参
加
人
が
仲
裁
の
申
請
を
す
る
場

奈良県公害紛争処理条例／同規則－2 H20.3.31. 現在
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条

例

規

則

備

考

合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
手
数
料
の
金
額
は
、
同
表
に
よ
り
算
出
し
た
額

か
ら
当
該
調
停
の
申
請
又
は
当
該
調
停
の
手
続
へ
の
参
加
の
申
立
て
に

つ
い
て
納
め
た
手
数
料
の
額
を
控
除
し
た
金
額
と
す
る
。

紛
争
処
理
を
求
め
る
事
項
の

金

額

価
額

百
万
円
以
下
の
場
合

千
円

百
万
円
を
超
え
千
万

千
円
に
百
万
円
を
超
え
る
部
分
が
一

円
以
下
の
場
合

万
円
に
達
す
る
ご
と
に
七
円
を
加
え

た
金
額

千
万
円
を
超
え
一
億

七
千
三
百
円
に
千
万
円
を
超
え
る
部

円
以
下
の
場
合

分
が
一
万
円
に
達
す
る
ご
と
に
六
円

を
加
え
た
金
額

一
億
円
を
超
え
る
場

六
万
千
三
百
円
に
一
億
円
を
超
え
る

合

部
分
が
一
万
円
に
達
す
る
ご
と
に
五

円
を
加
え
た
金
額

百
万
円
以
下
の
場
合

二
千
円

百
万
円
を
超
え
千
万

二
千
円
に
百
万
円
を
超
え
る
部
分
が

円
以
下
の
場
合

一
万
円
に
達
す
る
ご
と
に
二
十
円
を

加
え
た
金
額

千
万
円
を
超
え
一
億

二
万
円
に
千
万
円
を
超
え
る
部
分
が

円
以
下
の
場
合

一
万
円
に
達
す
る
ご
と
に
十
五
円
を

加
え
た
金
額

一
億
円
を
超
え
る
場

十
五
万
五
千
円
に
一
億
円
を
超
え
る

合

部
分
が
一
万
円
に
達
す
る
ご
と
に
十

円
を
加
え
た
金
額

調停の申請・調停の手続
の参加の申立て仲 裁 の 申 請
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条

例

規

則

備

考

２

前
項
の
調
停
又
は
仲
裁
を
求
め
る
事
項
の
価
額
は
、
申
請
又
は
参
加

の
申
立
て
に
よ
り
主
張
す
る
利
益
に
よ
っ
て
算
定
す
る
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
、
価
額
を
算
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
そ
の
価
額
は

五
百
万
円
と
す
る
。

３

公
害
紛
争
処
理
法
施
行
令(

昭
和
四
十
五
年
政
令
第
二
百
五
十
三
号)

第
六
条
の
規
定
に
よ
り
調
停
を
求
め
る
事
項
の
価
額
を
増
加
す
る
と
き

は
、
増
加
後
の
価
額
に
つ
き
納
付
す
べ
き
手
数
料
の
額
と
増
加
前
の
申

請
又
は
参
加
の
申
立
て
に
つ
い
て
納
付
し
た
手
数
料
の
額
の
差
額
に
相

当
す
る
額
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
昭
四
十
八
条
例
二
十
一

昭
四
十
九
条
例
十
三

平
元
条
例
三

・

・

十

平
十
二
条
例
十
九

平
十
九
条
例
十
五

一
部
改
正
）

・

・

・

（
手
数
料
の
減
免
又
は
納
付
の
猶
予
）

第
八
条

知
事
は
、
調
停
若
し
く
は
仲
裁
の
申
請
又
は
調
停
の
手
続
へ
の

奈
良
県
公
害
紛
争
処
理
条
例
（
昭
和
四
十
五
年
九
月
奈
良
県
条
例
第
十

参
加
の
申
立
て
を
す
る
者
が
貧
困
に
よ
り
前
条
に
規
定
す
る
手
数
料
を

六
号
）
第
八
条
第
二
項
の
書
面
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け

納
付
す
る
資
力
が
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
手
数
料
を
軽
減
し
、

れ
ば
な
ら
な
い
。

若
し
く
は
免
除
し
、
又
は
そ
の
納
付
を
猶
予
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

手
数
料
の
軽
減
若
し
く
は
免
除
又
は
そ
の
納
付
の
猶
予
を
受
け
よ

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
手
数
料
の
軽
減
若
し
く
は
免
除
又
は
そ
の
納
付

う
と
す
る
者
（
以
下
「
申
請
人
」
と
い
う

）
の
氏
名
及
び
住
所

。

の
猶
予
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
知
事
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

二

手
数
料
の
軽
減
若
し
く
は
免
除
又
は
そ
の
納
付
の
猶
予
を
必
要
と

書
面
を
も
っ
て
、
そ
の
旨
を
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

す
る
理
由

（
昭
四
十
八
条
例
二
十
一

一
部
改
正
）

２

前
項
の
書
面
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
証
明
す
る
書
面
を
添
付
し

・

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

申
請
人
の
属
す
る
世
帯
の
納
税
義
務
者
の
所
得
税
額

二

申
請
人
の
属
す
る
世
帯
が
生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第

百
四
十
四
号
）
に
よ
る
保
護
を
受
け
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
旨

３

第
一
項
の
書
面
の
様
式
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

次
の
と
お
り

（
別
紙
）
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条

例

規

則

備

考

附

則

附

則

こ
の
条
例
は
、
昭
和
四
十
五
年
十
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

こ
の
規
則
は
、
昭
和
四
十
五
年
十
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則(
昭
和
四
十
五
年
条
例
第
二
十
一
号)

抄

附

則
（
昭
和
四
十
八
年
規
則
第
五
十
九
号
）

(

施
行
期
日)

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

１

こ
の
条
例
は
、
昭
和
四
十
五
年
十
二
月
十
七
日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則
（
平
成
三
年
規
則
第
二
十
一
号
）

附

則(

昭
和
四
十
八
年
条
例
第
二
十
一
号)

（
施
行
期
日
）

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

１

こ
の
規
則
は
、
平
成
三
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則(

昭
和
四
十
九
年
条
例
第
十
三
号)

（
経
過
措
置
）

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
改
正
前
の
規
則
の
規
定
に
よ
り
交
付
さ
れ
て

附

則(

昭
和
五
十
一
年
条
例
第
十
九
号)

い
る
許
可
証

証
明
書
等
で
現
に
効
力
を
有
す
る
も
の
は
、
改
正
後
の

、

こ
の
条
例
は
、
昭
和
五
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

規
則
の
規
定
に
よ
り
交
付
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
。

附

則(

平
成
元
年
条
例
第
三
十
号)
抄

３

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
改
正
前
の
規
則
の
規
定
に
よ
り
現
に
提
出
さ

(

施
行
期
日)

れ
て
い
る
申
請
書
、
届
出
書
等
は
、
改
正
後
の
規
則
の
規
定
に
よ
り
提

１

こ
の
条
例
は
、
平
成
元
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

出
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
。

附

則(

平
成
元
年
条
例
第
三
十
七
号)

４

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
改
正
前
の
規
則
の
規
定
に
よ
る
用
紙
で
現
に

こ
の
条
例
は
、
平
成
元
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

残
存
す
る
も
の
は
、
改
正
後
の
規
則
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
平
成
四

附

則(

平
成
七
年
条
例
第
三
十
六
号)

年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
な
お
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
条
例
は
、
平
成
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則
（
平
成
六
年
規
則
第
四
十
号
）
抄

附

則(

平
成
十
二
年
条
例
第
十
九
号)

抄

（
施
行
期
日
）

(

施
行
期
日)

１

こ
の
規
則
は
、
平
成
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

第
一
条

こ
の
条
例
は
、
平
成
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則(

平
成
十
九
年
条
例
第
十
五
号)

抄

こ
の
条
例
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各

号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一

第
一
条
中
奈
良
県
手
数
料
条
例
別
表
第
一
の
改
正
規
定(

同
表
の
三

百
八
十
七
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
部
分
及
び
同
表
の
三
百

八
十
八
の
項
か
ら
三
百
八
十
八
の
三
の
項
ま
で
を
改
め
る
部
分
に
限

る
。)

及
び
第
二
条
の
規
定

公
布
の
日

附

則
（
平
成
二
十
年
条
例
第
四
十
九
号
）
抄

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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免 除

手数料軽 減申請

納付の猶予

年 月 日

奈良県知事 殿

住 所

印氏 名

奈良県公害紛争処理条例第 条の規定に基づき下記の理由により8

免 除

手数料の軽 減を申請します。

納付の猶予

記

手数料の軽減若しくは免除又はその納付の猶予を必要とする理由

注 次の事項を証明する書面を必ず添付してください。( )
① 申請人の属する世帯の納税義務者の所得税額

② 申請人の属する世帯が生活保護法による保護を受けているときは、その旨

申 請 者


